
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白岡市教育委員会        

 0480-92-1111（代表）  

篠津小学校ことばの教室     

   0480-91-0017（直通） 

 

白岡市立篠津小学校 平成２９年１１月号 

 つい、この間まで半袖の服で過ごしていたような気がするのに、一気に冬の寒さと感じるほどの

今日この頃。教室の窓から見える木々が色鮮やかに紅葉しています。1 年生からどんぐりや松ぼっ

くりをもらいました。寒さに負けず、外に出て秋を楽しむのもいいですね。 

ことばの教室に通級している児童の、前期（４月～９月）指導経過報告を

まとめさせていただきました。子どもによっては、在籍学級での在り様と、

ことばの教室での在り様で、異なった側面を見せてくれていますが、それぞ

れの学級でのこれからの指導の参考になれば幸いです。 

 

指導経過報告書 

                    

 

 

 

 

今年３月には吃音のグループ学習会を行いましたが、

今度は近隣のことばの教室合同で難聴のグループ学習

会を計画しました。パンケーキを作って食べたり、みん

なでゲームをしたりして、楽しく過ごす予定です。保護

者の方には、最近の様子や悩んでいることなどを話し合

う懇談の時間を設けています。参加を希望される方、質

問がある方は、ことばの教室までご連絡ください。 

〇日時…１２月１６日（土）14:00～16:00 

〇場所…はぴすしらおか 調理室 

ことばの教室では、日頃１対１の個別指導で、障害についての知識を得たり障害についての

心の在り様を一緒に考えたりしています。その個別指導を補強し、新しい出会いを生み出して、

子どもに様々なことを実感させる指導がグループ指導であると考えられます。グループ指導は、

主に吃音や難聴の児童に対し、お楽しみ会や学習会、発表会、卒業を祝う会など、いろいろな

形で行われています。 

グループ学習（吃音）のメリットは、次のようなものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、吃音の場合ですが、難聴においても 

同じようなメリットが考えられます。 

 そして、ことばの教室のグループ学習だけなく、 

他にも活動している団体がいろいろあります。初 

めは緊張したり不安に思ったりするかもしれませ 

んが、ちょっと覗いてみるのはいかがですか？  

きっと貴重な体験ができると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

①孤立感からの脱出  

（自分以外の同年代の吃音がある子どもがいることを実感できる。） 

②共感の実感 （吃音がある者同士でないとできない会話ができる。） 

③客観的かつ広角的視点の育成 

（吃音の言語症状や問題の現状を客観的にとらえたり、内省したり 

することを狙った活動を、より円滑に、深く行うことができる。） 

④吃音のある生活への張りと向き合い 

（他にも頑張っている仲間の存在を意識することで、毎日の生活を頑張って 

いこうという意欲がわく。） 

「小集団の優れた効能 小林(2009)」より 

 

 

 

わかる！ 

同じだ！ 

こういうことか！ 

そんな風にも考えられるな。 

１人じゃない！ 

ＮＰＯ法人全国言友会連絡協議会 

「小中高生の吃音のつどい」の主催

団体です。 

 
埼玉県難聴児（者）を持つ親の会 

東日本では「十日夜
と お か ん や

」、西日本では「亥
い

の子
こ

」と

いう行事があり、どちらも収穫に感謝するお祭りです。

十日夜では、「かかしあげ」「わら鉄砲」、亥の子では「こ

たつ開き」「亥の子突
づ

き」「亥の子餅」など、    

子どもの出番がある行事が多く行われます。 

グループ学習 


